
種

類

洗
浄
施
設

①

〇
・
〇
五
㎥

一
基

規

則

大
分
県
会
計
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

告

示

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
に
よ
る
特
定
施
設
の
設
置
許
可
申
請
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

道
路
区
域
の
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

道
路
占
用
の
制
限
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

政
治
資
金
規
正
法
に
よ
る
政
治
団
体
の
名
称
等
の
公
表
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

政
治
資
金
規
正
法
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

政
治
資
金
規
正
法
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
名
称
等
の
公
表
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

政
治
資
金
規
正
法
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

病
院
の
院
長
等
が
不
在
者
投
票
管
理
者
と
な
る
病
院
等
の
指
定
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
六

〇
規

則

大
分
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
九
月
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
八
十
五
号

大
分
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
会
計
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
大
分
県
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
二
条
第
二
項
中
「
又
は
返
納
通
知
書
の
送
付
」
を
「
、
返
納
通
知
書
そ
の
他
の
納
入
の
通
知
」
に

改
め
る
。

第
三
十
五
条
の
二
中
「
の
指
定
代
理
納
付
者
」
の
下
に
「
（
以
下
「
指
定
代
理
納
付
者
」
と
い
う
。
）
」

を
加
え
、
「
当
該
」
を
削
る
。

第
六
十
五
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

指
定
代
理
納
付
者
に
納
付
さ
せ
る
収
入
金
の
取
扱
い
に
係
る
決
済
手
数
料

当
該
収
入
金

て
ん

て
ん

第
六
十
六
条
の
見
出
し
中
「
補
塡
」
を
「
補
塡
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
補
塡
し
な
け
れ
ば
」
を

「
補
塡
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
条
第
十
号
の
規
定
に
よ
り
繰
替
払
を
し
た
経
費
に
つ
い
て
は
、
別
に

定
め
る
方
法
に
よ
り
補
塡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
告

示

大
分
県
告
示
第
五
百
四
十
八
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
が
あ
っ
た
。

な
お
、
次
の
と
お
り
当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果

に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
九
月
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

申
請
の
概
要

１

申
請
者
の
住
所
及
び
名
称
並
び
に
そ
の
代
表
者
の
氏
名

大
分
市
大
字
旦
野
原
七
百
番
地

国
立
大
学
法
人

大
分
大
学

学
長

北

野

正

剛

２

特
定
事
業
場
の
所
在
地
及
び
名
称

由
布
市
挾
間
町
医
大
ヶ
丘
一
丁
目
一
番
地

大
分
大
学
挾
間
キ
ャ
ン
パ
ス

３

設
置
さ
れ
る
特
定
施
設
の
種
類

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
七
十
一
号
の
二

イ

洗
浄
施
設

目

次

令

和

三

年

（ 金 曜 日 ）

第

二

四

一

号

九

月

十

日

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）

発
行
人

大

分

県

編
集

佐
伯
印
刷
㈱

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

令
和
三
年
九
月
十
日

一

大
分
県
報
（
規
則
・
告
示
）



能

力

②

〇
・
〇
二
㎥

二
基

③

〇
・
〇
三
㎥

一
基

工

事

着

手

予

定

年

月

日

令
三
・
一
〇
・
一
一

工

事

完

成

予

定

年

月

日

令
三
・
一
〇
・
二
九

使

用

開

始

予

定

年

月

日

令
三
・
一
一
・
一

使

用

時

間

間

隔

間
欠

一

日

当

た

り

の

使

用

時

間

八
時
間

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

㎥
／
日

①

〇
・
〇
五

〇
・
〇
六

②

〇
・
〇
四

〇
・
〇
五

③

〇
・
〇
三

〇
・
〇
四

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

水

素

イ

オ

ン

濃

度

六
〜
八

六
〜
八

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

一
〇
〇

一
〇
〇

浮

遊

物

質

量

㎎
／
ℓ

六
〇

八
〇

窒

素

含

有

量

㎎
／
ℓ

五

七

り

ん

含

有

量

㎎
／
ℓ

三

五

排

水

口

名

排
水
口
Ａ

一

日

当

た

り

の

排

出

水

量

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

㎥
／
日

二
三
五
・
二

三
〇
八
・
七

汚
水

項

目

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

水

素

イ

オ

ン

濃

度

六
・
一
〜
六
・
五

六
・
一
〜
六
・
五

等
の

汚
染

状
態

の
値

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

一
・
二
五

二
・
五

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎
／
ℓ

三

六

浮

遊

物

質

量

㎎
／
ℓ

〇

〇

窒

素

含

有

量

㎎
／
ℓ

一
・
六
二
五

三
・
二
五

り

ん

含

有

量

㎎
／
ℓ

〇
・
六
二
五

一
・
二
五

そ

の

他

参

考

と

な

る

べ

き

事

項

公
共
用
水
域
へ
の
排
出
は
逆
浸
透
膜
設
備
の
濃
縮
排
水
の
み

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

道
路
の
種
類

及
び
路
線
名

区

間

区
域
変
更

前

後

別

敷
地
の
幅
員

メ
ー
ト
ル

延

長

メ
ー
ト
ル

県
道
円
座
中

津
線

宇
佐
市
院
内
町
小
野
川
内
字
出
口
迫
二
六

四
番
六
地
先
か
ら

宇
佐
市
院
内
町
小
野
川
内
字
中
畑
三
三
〇

番
三
ま
で

前

二
三
・
七

〜

七
・
三

一
三
八
・
〇

宇
佐
市
院
内
町
小
野
川
内
字
出
口
迫
二
六

四
番
六
か
ら

宇
佐
市
院
内
町
小
野
川
内
字
中
畑
三
三
〇

番
三
ま
で

後

二
五
・
七

〜
一
〇
・
一

一
三
八
・
〇

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

４

汚
水
等
の
処
理
の
方
法

設
置
さ
れ
る
特
定
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
は
、
全
て
公
共
下
水
道
へ
放
流
す
る
。

５

排
出
水
の
量
及
び
汚
染
状
態
の
値

二

事
前
評
価
に
関
す
る
書
面
の
縦
覧
期
間
及
び
縦
覧
場
所

１

縦
覧
期
間

令
和
三
年
九
月
十
日
か
ら
同
年
十
月
一
日
ま
で

２

縦
覧
場
所

大
分
県
生
活
環
境
部
環
境
保
全
課
及
び
由
布
市
役
所

大
分
県
告
示
第
五
百
四
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

区
域
を
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
九
月
十
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置
い
て

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
九
月
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
五
百
五
十
号

令
和
三
年
九
月
十
日

二

大
分
県
報
（
告
示
）



道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

区

域

一
般
国
道
二
一
二
号

中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
宮
園
字
杉
本
九
二
〇
番
二
か
ら

中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
宮
園
字
町
浦
九
八
〇
番
ま
で

一
般
国
道
三
八
七
号

玖
珠
郡
九
重
町
大
字
菅
原
字
川
底
一
四
五
〇
番
四
か
ら

玖
珠
郡
九
重
町
大
字
菅
原
字
川
底
一
四
五
一
番
四
ま
で

一
般
国
道
三
八
八
号

佐
伯
市
蒲
江
大
字
森
崎
浦
字
カ
リ
ト
ク
浦
一
八
〇
四
番
一
地
先
か
ら

佐
伯
市
蒲
江
大
字
森
崎
浦
字
越
田
尾
一
九
一
八
番
三
三
ま
で

県
道
三
重
弥
生
線

佐
伯
市
本
匠
大
字
小
半
字
木
落
シ
一
五
九
七
番
二
か
ら

佐
伯
市
本
匠
大
字
小
半
字
滝
ノ
脇
一
八
七
一
番
三
ま
で

県
道
佐
伯
津
久
見
線

佐
伯
市
弥
生
大
字
床
木
字
日
詰
二
五
九
二
番
二
か
ら

佐
伯
市
弥
生
大
字
床
木
字
横
谷
二
四
九
八
番
一
地
先
ま
で

県
道
玖
珠
山
国
線

玖
珠
郡
玖
珠
町
大
字
古
後
字
柚
ノ
木
二
四
番
二
か
ら

玖
珠
郡
玖
珠
町
大
字
古
後
字
柚
ノ
木
一
六
六
番
一
ま
で

県
道
古
江
丸
市
尾
線

佐
伯
市
蒲
江
大
字
葛
原
浦
字
浦
ノ
元
四
番
一
三
一
か
ら

佐
伯
市
蒲
江
大
字
丸
市
尾
浦
字
日
野
浦
一
六
四
〇
番
八
三
ま
で

県
道
梶
寄
浦
佐
伯
線

佐
伯
市
字
下
小
谷
二
ノ
九
六
三
一
番
一
地
先
か
ら

佐
伯
市
字
下
小
谷
九
六
四
〇
番
三
ま
で

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏

名

会
計
責
任
者

の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

立
憲
民
主
党
大
分
県

臼
杵
市
支
部

高
橋

肇

匹
田

久
美

子

臼
杵
市
大
字
臼
杵
一
九
五

令

三
・

六
・
一
六

立
憲
民
主
党
大
分
県

大
分
市
支
部

浦
野

英
樹

増
原

寛

大
分
市
高
砂
町
四
―
二
〇
高

砂
ビ
ル
四
〇
一

令

三
・

六
・
一
六

立
憲
民
主
党
大
分
県

中
津
市
支
部

馬
場

林

福
田

和
幸

中
津
市
豊
田
町
三
―
一
―
六

令

三
・

六
・
一
六

立
憲
民
主
党
大
分
県

日
田
市
支
部

羽
野

武
男

浅
木

重
行

日
田
市
田
島
本
町
五
―
三
〇

第
二
エ
ト
ー
ビ
ル
一
―
五
は

の
武
男
事
務
所
内

令

三
・

六
・
一
六

立
憲
民
主
党
大
分
県

別
府
市
支
部

原
田

孝
司

三
重

忠
昭

別
府
市
東
荘
園
町
六
―
一

令

三
・

六
・
一
六

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路

の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
九
月
十
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置
い
て

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
九
月
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

占
用
を
制
限
す
る
区
域

二

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を
認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更

新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直
ち
に
用
地

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三

占
用
を
制
限
す
る
理
由

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害
の
拡
大
を

防
止
す
る
た
め

四

占
用
の
制
限
を
開
始
す
る
期
日

令
和
三
年
十
月
一
日

〇
選
挙
管
理
委
員
会
告
示

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
公
表
す

る
。

令
和
三
年
九
月
十
日

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

一

木

俊

廣

一

政
党
の
支
部
（
一
以
上
の
市
町
村
の
区
域
等
を
単
位
と
し
て
設
け
ら
れ
る
支
部
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
党
の
支
部

二

そ
の
他
の
政
治
団
体

令
和
三
年
九
月
十
日

三

大
分
県
報
（
告
示
・
選
管
委
告
示
）



政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏

名

会
計
責
任
者

の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

玖
珠
創
世
の
会

神
田

信
浩

穴
井

道
博

玖
珠
郡
玖
珠
町
山
田
二
四
九

一
―
二

令

三
・

七
・

五

志
賀
輝
和
後
援
会

志
賀

輝
和

志
賀

妙
子

由
布
市
挾
間
町
古
野
一
〇
四

六
―
一
九

令

三
・

七
・
二
一

志
士
の
会

末
宗

秀
雄

末
宗

志
織

宇
佐
市
大
字
和
気
一
二
四
六

―
二

令

三
・

六
・
一
五

二
宮
圭
一
と
日
本
一

の
杵
築
市
を
創
る
会

（
略
称

二
一
会
）

二
宮

圭
一

井
下

悠

杵
築
市
山
香
町
大
字
広
瀬
四

四
四
〇

令

三
・

六
・
二
一

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

政
治
団
体
の

名
称

代
表
者
の
氏

名

異
動
事
項

異
動
の
内
容

異
動
年
月
日

新

旧

自
由
民
主
党

大
分
県
看
護

連
盟
支
部

姫
嶋

洋
子

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
豊
饒
二
―

七
―
一
大
分
県
看

護
研
修
会
館
内

大
分
市
高
崎
四
―

一
―
一
六

令

三
・

七
・

一

代
表
者
の
氏

名

姫
嶋

洋
子

安
東

和
代

自
由
民
主
党

大
分
県
水
産

中
根

隆
文

代
表
者
の
氏

中
根

隆
文

山
本

勇

令

三
・

六
・
三
〇

支
部

名

自
由
民
主
党

大
分
県
石
油

販
売
業
支
部

曽
我

泰
直

代
表
者
の
氏

名

曽
我

泰
直

永
岡

壯
三

令

三
・

六
・
一
四

自
由
民
主
党

大
分
県
第
一

選
挙
区
支
部

高
橋

舞
子

会
計
責
任
者

の
氏
名

溝
邉

由
裕

森
重

勝
由

令

三
・

六
・
二
二

自
由
民
主
党

大
分
県
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン

ス
支
部

冨
永

大
輔

代
表
者
の
氏

名

冨
永

大
輔

西
澤

敏
彦

令

三
・

五
・
二
六

自
由
民
主
党

大
分
県
理
容

環
境
支
部

後
藤

辰
己

代
表
者
の
氏

名

後
藤

辰
己

石
堂

憲
次

令

三
・

六
・
一
七

自
由
民
主
党

大
分
市
判
田

校
区
支
部

川
崎

武
雄

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
中
判
田
五

七
五

大
分
市
中
判
田
一

五
―
七
〇

令

三
・

六
・
三
〇

代
表
者
の
氏

名

川
崎

武
雄

野
尻

哲
雄

会
計
責
任
者

の
氏
名

長
峰

裕
子

川
崎

武
雄

自
由
民
主
党

国
見
町
支
部

丸
小
野

宣

康

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

国
東
市
国
見
町
岐

部
一
八
七
八

国
東
市
国
見
町
小

熊
毛
二
八
四
〇

令

三
・

三
・

一

会
計
責
任
者

の
氏
名

堀
田

一
則

山
口

正
廣

令

三
・

七
・
二
一

自
由
民
主
党

佐
伯
市
連
合

支
部

谷
川

憲
一

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

佐
伯
市
大
字
鶴
望

二

三

二

六
―
二

（
清
田
哲
也
方
）

佐
伯
市
中
村
東
町

二
―
一
―
二
〇
三

号

令

三
・

七
・
一
六

代
表
者
の
氏

名

谷
川

憲
一

御
手
洗

吉
生

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の

届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公

表
す
る
。

令
和
三
年
九
月
十
日

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

一

木

俊

廣

一

政
党
の
支
部

令
和
三
年
九
月
十
日

四

大
分
県
報
（
選
管
委
告
示
）



自
由
民
主
党

竹
田
市
連
合

支
部

本
田

忠

代
表
者
の
氏

名

本
田

忠

土
居

昌
弘

令

三
・

七
・
一
九

自
由
民
主
党

別
府
市
支
部

連
合
会

嶋

幸
一

代
表
者
の
氏

名

嶋

幸
一

三
ヶ
尻

正
友

令

三
・

七
・

八

政
治
団
体
の

名
称

代
表
者
の
氏

名

異
動
事
項

異
動
の
内
容

異
動
年
月
日

新

旧

衛
藤
え
ん
よ

う
政
策
研
究

会

衛
藤

延
洋

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
大
字
三
芳

一
六
九
一
―
一
三

大
分
市
に
じ
が
丘

三
―
一
一
―
四

令

二
・
一
二
・

一

衛
藤
え
ん
よ

う
松
岡
後
援

会

平
野

信
行

代
表
者
の
氏

名

平
野

信
行

平
野

文
男

令

二
・

九
・
二
八

大
分
県
看
護

連
盟

姫
嶋

洋
子

代
表
者
の
氏

名

姫
嶋

洋
子

安
東

和
代

令

三
・

七
・

一

大
分
県
行
政

書
士
政
治
連

盟

岩
崎

公
宏

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
舞
鶴
町
一

―
三
―
二
八
ネ
ク

ス
ト
舞
鶴
ビ
ル
二

階

大
分
市
城
崎
町
一

―
二
―
三
大
分
県

住
宅
供
給
公
社
ビ

ル
三
階

令

三
・

六
・

一

代
表
者
の
氏

名

岩
崎

公
宏

山
田

美
之

令

三
・

五
・

八

会
計
責
任
者

の
氏
名

山
田

美
之

兒
島

則
子

大
分
県
漁
業

関
係
団
体
政

治
連
盟

中
根

隆
文

代
表
者
の
氏

名

中
根

隆
文

山
本

勇

令

三
・

六
・
三
〇

大
分
市
中
央
町
四

大
分
県
自
治

分
権
政
治
フ

ォ
ー
ラ
ム

藤
島

勲

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

―
二
―
五
ソ
レ
イ

ユ
六
階

大
分
市
大
手
町
三

―
二
―
九

令

三
・

六
・

七

代
表
者
の
氏

名

藤
島

勲

佐
藤

義
朗

令

三
・

六
・
一
七

大
分
県
社
会

福
祉
政
治
連

盟

亀
井

新
太

郎

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

由
布
市
挾
間
町
鬼

崎
四
―
一
六

由
布
市
湯
布
院
町

川
北
一
九
六
四

令

三
・

五
・
三
一

代
表
者
の
氏

名

亀
井

新
太
郎

佐
藤

靖
久

会
計
責
任
者

の
氏
名

平
原

伸

梅
木

豊
誌

大
分
県
商
工

政
治
連
盟

利
光

直
人

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
新
町
一
―

一
三
ア
ス
テ
ィ
オ

ン
新
町
六
〇
八

大
分
市
金
池
町
三

―
一
―
六
四

令

三
・

六
・

一

代
表
者
の
氏

名

利
光

直
人

森
竹

治
一

会
計
責
任
者

の
氏
名

小
野

賢
治

山
田

英
治

大
分
県
中
小

企
業
政
治
連

盟

戸
髙

有
基

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
大
字
神
崎

一
八
三
―
三
一

大
分
市
金
池
町
三

―
一
―
六
四

令

三
・

六
・
二
五

大
分
県
酪
農

政
治
連
盟

小
野

幾
郎

代
表
者
の
氏

名

小
野

幾
郎

安
藤

康
宣

令

三
・

七
・
一
五

大
分
県
理
政

会

後
藤

辰
己

代
表
者
の
氏

名

後
藤

辰
己

石
堂

憲
次

令

三
・

六
・
一
七

大
分
商
工
連

盟

吉
村

恭
彰

会
計
責
任
者

の
氏
名

中
島

英
司

森
竹

嗣
夫

令

三
・

七
・

一

佐
藤
郁
夫
後

援
会

藤
川

哲
雄

代
表
者
の
氏

名

藤
川

哲
雄

江
藤

清
志

令

三
・

六
・
三
〇

二

そ
の
他
の
政
治
団
体

令
和
三
年
九
月
十
日

五

大
分
県
報
（
選
管
委
告
示
）



高
橋
ま
い
こ

後
援
会

高
橋

舞
子

会
計
責
任
者

の
氏
名

溝
邉

由
裕

森
重

勝
由

令

三
・

六
・
二
二

牧
た
か
ひ
ろ

後
援
会

牧

貴
宏

会
計
責
任
者

の
氏
名

牧

義
裕

牧

義
弘

令

二
・
一
一
・
二
五

松
下
清
高
後

援
会

松
下

清
高

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
大
手
町
二

―
三
―
一
二
大
分

県
市
町
村
会
館
六

Ｆ

大
分
市
大
手
町
三

―
二
―
九

令

三
・

六
・
一
四

守
永
信
幸
後

援
会

守
永

信
幸

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
高
砂
町
四

―
二
〇
高
砂
ビ
ル

二
〇
三
号

大
分
市
大
手
町
三

―
二
―
九

令

三
・

六
・
一
四

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

資
金
管
理
団
体
の
届

出
を
し
た
者
（
代
表

者
）
の
氏
名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団

体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

神
田

信
浩

玖
珠
町
長

玖
珠
創
世
の

会

玖
珠
郡
玖
珠
町
山
田
二
四
九

一
―
二

令

三
・

七
・

三

志
賀

輝
和

由
布
市
議
会

議
員

志
賀
輝
和
後

援
会

由
布
市
挾
間
町
古
野
一
〇
四

六
―
一
九

令

三
・

七
・
二
一

二
宮

圭
一

杵
築
市
長

二
宮
圭
一
と

日
本
一
の
杵

築
市
を
創
る

会
（
略
称

二
一
会
）

杵
築
市
山
香
町
大
字
広
瀬
四

四
四
〇

令

三
・

六
・
一
七

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
の
氏

名

資
金
管
理
団

体
の
名
称

異
動
事
項

異
動
の
内
容

異
動
年
月
日

新

旧

衛
藤

延
洋

衛
藤
え
ん
よ

う
政
策
研
究

会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
大
字
三
芳

一
六
九
一｜

一
三

大
分
市
に
じ
が
丘

三｜

一
一｜

四

令

二
・
一
二
・

一

守
永

信
幸

守
永
信
幸
後

援
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
高
砂
町
四

｜

二
〇
高
砂
ビ
ル

二
〇
三
号

大
分
市
大
手
町
三

｜

二｜

九

令

三
・

六
・
一
四

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理

団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お

り
公
表
す
る
。

令
和
三
年
九
月
十
日

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

一

木

俊

廣

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
資

金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
三
年
九
月
十
日

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

一

木

俊

廣

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
七
号

病
院
の
院
長
等
が
不
在
者
投
票
管
理
者
と
な
る
病
院
等
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
五
十
年
大
分
県
選

挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
九
月
十
日

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

一

木

俊

廣

六

指
定
保
護
施
設
中

「
社
会
福
祉
法
人
大
分
県
光
明
寮

豊
後
大
野
市
三
重
町
玉
田
一
五
一
五
」
を

「
大
分
県
光
明
寮

豊
後
大
野
市
三
重
町
玉
田
一
七
二
八
」
に
改
め
る
。

令
和
三
年
九
月
十
日

六

大
分
県
報
（
選
管
委
告
示
）


